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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第65期

第３四半期
連結累計期間

第66期
第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 7,038,112 7,192,296 9,391,312

経常利益 (千円) 34,986 33,783 81,048

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △598 13,499 12,834

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 94,693 26,411 220,103

純資産額 (千円) 9,281,322 9,400,236 9,406,732

総資産額 (千円) 13,442,955 13,233,170 13,580,552

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.13 2.90 2.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.0 71.0 69.3
 

　

回次
第65期

第３四半期
連結会計期間

第66期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.37 14.63
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第65期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第66期第３四半期連結累計期間な

らびに第65期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

　

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和等により輸出企業を中心と

した企業業績の回復や雇用環境の改善が続く中、個人消費の持ち直しやインバウンド需要の拡大等を背景として、

足取りは重いものの緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、中国経済の減速懸念や米国の利上げの影響

等により、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループとしましては、如何なる環境変化にも対応して、持続的発展を遂げられる

よう、全力を使って付加価値を創出する、を基本方針に、品質の向上、原価低減、人材の適正配置を運営方針に掲

げ、全社一丸となって実践に当たってまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、売上高は71億92百万円（前年同四半期

比102.2％）となりました。利益面におきましては、PT.FUJIKO INDONESIAの本格稼働に伴う経費負担等により、営

業損失21百万円（前年同四半期は営業損失87百万円）、経常利益33百万円（前年同四半期比96.6％）となりまし

た。

なお、親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益を計上したことにより、13百万円（前年同四

半期は四半期純損失０百万円）となりました。　

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

環境・エネルギー資材　

環境資材については、耐熱フィルターを中心に環境資材関連の受注の下振れにより軟調に推移しました。また、

エネルギー資材については、市況の回復の遅れ等によりやや軟調に推移しました。その結果、環境・エネルギー資

材事業では、売上高は14億２百万円（前年同四半期比98.5％）セグメント利益は51百万円（前年同四半期比

31.3％）となりました。

工業資材　

工業資材については、OA機器用、各種産業用資材ともに、販売は好調に推移しました。その結果、工業資材事業

では、売上高は26億36百万円（前年同四半期比115.0％）セグメント利益は４億43百万円（前年同四半期比

132.4％）となりました。

建装・自動車資材　

建装資材については、展示会等の各種カーペットの受注を中心に堅調に推移しました。自動車資材については、

受注は安定しておりますが自動車メーカーの海外シフト等により販売は軟調に推移しました。その結果、建装・自

動車資材事業では、売上高は26億93百万円（前年同四半期比93.2％）セグメント利益は89百万円（前年同四半期比

28.5％）となりました。

その他　

その他事業については、電気資材、衣料資材、帽子帽材等ともに、販売ルートの強化及び新規市場の開拓に取組

み、販売は堅調に推移しました。その結果、その他事業では、売上高は４億59百万円（前年同四半期比106.2％）セ

グメント利益は22百万円（前年同四半期比35.5％）となりました。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期連結累計期間末における財政状態につきましては、総資産が132億33百万円と前連結会計年度末に比

べて３億47百万円の減少となりました。これは主に、たな卸資産が２億４百万円増加し、現金及び預金が３億６百

万円、受取手形及び売掛金が２億９百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　負債の部は、38億32百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億40百万円減少となりました。これは主に、長

期借入金（１年内返済予定を含む）が１億42百万円、支払手形及び買掛金が89百万円、賞与引当金が72百万円それ

ぞれ減少したことによるものであります。

純資産の部は、94億円となり、前連結会計年度末に比べて６百万円減少となりました。これは主に、利益剰余金

が19百万円減少し、その他有価証券評価差額金及び退職給付に係る調整累計額がそれぞれ６百万円増加したことに

よるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は69百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 5,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は
1,000株であります。

計 5,000,000 5,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月31日 ― 5,000,000 ― 1,716,300 ― 1,599,813
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式  340,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,646,000 4,646 ―

単元未満株式 普通株式   14,000 ― ―

発行済株式総数 5,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,646 ―
 

(注)１ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式536株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社フジコー

兵庫県伊丹市行基町1－5 340,000 ― 340,000 6.80

計 ― 340,000 ― 340,000 6.80
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社フジコー(E00612)

四半期報告書

 6/17



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,293,179 1,986,806

  受取手形及び売掛金 2,896,841 ※  2,687,581

  電子記録債権 459,388 ※  577,930

  商品及び製品 1,286,311 1,385,270

  仕掛品 335,717 397,687

  原材料及び貯蔵品 541,013 584,935

  繰延税金資産 95,597 81,503

  その他 116,537 119,355

  貸倒引当金 △6,044 △6,227

  流動資産合計 8,018,541 7,814,843

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,185,799 3,203,766

    減価償却累計額 △1,652,168 △1,718,690

    建物及び構築物（純額） 1,533,631 1,485,075

   機械装置及び運搬具 6,120,134 6,138,907

    減価償却累計額 △5,456,834 △5,558,602

    機械装置及び運搬具（純額） 663,300 580,305

   土地 1,619,435 1,616,883

   建設仮勘定 2,810 38,074

   その他 456,137 483,392

    減価償却累計額 △255,744 △279,208

    その他（純額） 200,393 204,183

   有形固定資産合計 4,019,570 3,924,523

  無形固定資産   

   のれん 52,878 33,049

   ソフトウエア 131,463 110,801

   その他 30,791 35,484

   無形固定資産合計 215,134 179,334

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,151,193 1,145,162

   繰延税金資産 83,647 75,553

   その他 138,065 107,528

   貸倒引当金 △45,600 △13,776

   投資その他の資産合計 1,327,306 1,314,468

  固定資産合計 5,562,010 5,418,326

 資産合計 13,580,552 13,233,170
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,628,343 ※  1,538,919

  短期借入金 350,000 350,000

  1年内償還予定の社債 50,000 100,000

  1年内返済予定の長期借入金 189,392 311,892

  未払法人税等 47,282 28,955

  未払費用 107,777 114,146

  賞与引当金 150,005 77,160

  その他 242,801 234,549

  流動負債合計 2,765,602 2,755,623

 固定負債   

  社債 100,000 -

  長期借入金 541,232 276,688

  退職給付に係る負債 475,653 495,150

  その他 291,331 305,472

  固定負債合計 1,408,217 1,077,310

 負債合計 4,173,820 3,832,933

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,716,300 1,716,300

  資本剰余金 1,599,813 1,599,813

  利益剰余金 5,977,876 5,958,767

  自己株式 △222,092 △222,392

  株主資本合計 9,071,896 9,052,488

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 216,392 223,115

  為替換算調整勘定 149,453 148,765

  退職給付に係る調整累計額 △31,010 △24,133

  その他の包括利益累計額合計 334,835 347,747

 純資産合計 9,406,732 9,400,236

負債純資産合計 13,580,552 13,233,170
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 7,038,112 7,192,296

売上原価 5,728,501 5,760,709

売上総利益 1,309,610 1,431,587

販売費及び一般管理費 1,397,498 1,453,078

営業損失（△） △87,888 △21,491

営業外収益   

 受取利息 5,508 4,687

 受取配当金 10,172 10,549

 不動産賃貸料 59,525 60,740

 為替差益 60,073 -

 その他 14,780 10,990

 営業外収益合計 150,059 86,969

営業外費用   

 支払利息 13,643 15,807

 売上割引 5,949 8,240

 不動産賃貸原価 5,585 6,081

 その他 2,006 1,565

 営業外費用合計 27,184 31,694

経常利益 34,986 33,783

特別利益   

 固定資産売却益 13 -

 投資有価証券売却益 - 48,833

 その他 - 620

 特別利益合計 13 49,453

特別損失   

 固定資産除却損 102 249

 特別損失合計 102 249

税金等調整前四半期純利益 34,898 82,987

法人税、住民税及び事業税 47,258 50,618

法人税等調整額 △11,761 18,869

法人税等合計 35,496 69,488

四半期純利益又は四半期純損失（△） △598 13,499

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△598 13,499
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △598 13,499

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 69,218 6,722

 為替換算調整勘定 20,462 △687

 退職給付に係る調整額 5,612 6,877

 その他の包括利益合計 95,292 12,912

四半期包括利益 94,693 26,411

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 94,693 26,411

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

受取手形 ―千円 82,191千円

電子記録債権 ―千円 44,029千円

支払手形 ―千円 106,394千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 253,900千円 255,288千円

のれんの償却額 19,829千円 19,829千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 37,280 8 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 37,279 8 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車

資材
計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,423,293 2,293,071 2,888,643 6,605,008 433,103 7,038,112

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,423,293 2,293,071 2,888,643 6,605,008 433,103 7,038,112

セグメント利益 163,542 334,601 314,062 812,206 64,348 876,554
 

　(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料資材事業及び帽子

帽材事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 812,206

「その他」の区分の利益 64,348

全社費用(注) △826,202

棚卸資産の調整額 △111,230

その他の調整額 △27,010

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △87,888
 

 (注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「環境・エネルギー資材」のセグメント

利益が489千円、「工業資材」のセグメント利益が984千円、「建装・自動車資材」のセグメント利益が1,150千円

及び「その他」のセグメント利益が331千円それぞれ減少しております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車

資材
計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,402,098 2,636,776 2,693,432 6,732,307 459,988 7,192,296

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,402,098 2,636,776 2,693,432 6,732,307 459,988 7,192,296

セグメント利益 51,146 443,115 89,602 583,864 22,862 606,727
 

　(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料資材事業及び帽子

帽材事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 583,864

「その他」の区分の利益 22,862

全社費用(注) △635,021

棚卸資産の調整額 9,621

その他の調整額 △2,818

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △21,491
 

 (注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、各事業セグメントの業績をより的確に把握するため、全社費用等の配賦方法を

見直しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「環境・エネルギー資材」のセグメント

利益が83,300千円減少し、「工業資材」のセグメント利益が45,663千円減少し、「建装・自動車資材」のセグメ

ント利益が109,273千円減少し、「その他」のセグメント利益が42,113千円減少しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

△０円13銭 ２円90銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

△598 13,499

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円)

△598 13,499

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,660 4,659
 

(注) 前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月９日

株式会社フジコー

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   近   藤   康   仁   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   桂   木      茂      印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

コーの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコー及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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